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平成１９年１０月１６日 

 

 

静岡市公営企業管理者  河 野 正 也 様 

 

 

         静岡市水道料金等懇話会 

         会  長  鈴 木  学 

 

静岡市水道料金等に関する意見書（案） 

 

 平成１９年６月１２日から１０月１６日まで５回にわたり開催した静岡市水

道料金等懇話会における意見を下記のとおり提出します。 

今後、水道料金等の一元化にあたっては、当意見書の趣旨を尊重されるとと

もに充分検討を行った上で実施されるよう要望します。 

 

記 

１ 水道事業の重要性について 

水道事業が市民生活や社会経済活動の面において果たす役割は極めて大き

なものであり、さらに、水資源が貴重なものとなった状況下においては、水

源及び水道施設並びにその関連設備等を適切に管理するため、事業を適正か

つ合理的に運営しなければならないことは、本懇話会においても十分に認識

を深めたところであります。 
  現在、水道事業は老朽化施設・設備の更新、震災対策及び水質管理体制の

充実、水道使用者に対するサービスの向上等多くの課題に対する取組みを求

められております。 
一方、少子高齢化社会の到来など社会経済環境を取巻く情勢は厳しいもの

があり、水道事業においてもより一層効率的な事業運営を図らなければなり

ません。 
したがって、本懇話会における水道事業全体に対する意見としては、次の

とおりです。 
 

今後も積極的に水道事業を展開し、計画的に事業を推進すると共に時代

の要請に応えた運営を図られるよう要望します。  
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２ 水道料金一元化の必要性、妥当性等について 

  水道事業における財政運営にあたり、その財源の根幹をなす水道料金体系が

平成１５年４月の旧静岡・清水両市合併後も一元化されておらず、また、平成

１８年３月末の旧蒲原町編入以降は、１市３制度の状態にあるとの説明が事務

局よりなされました。 
  さらに、事務局からは、いずれの合併協議会においても、｢水道料金は、合

併後当分の間、現行のとおりとし、新市における事業計画を策定後、速やか

に統一に向けて調整を図るものとする。｣との協議がなされた経緯があり、今

回、平成１７年度末に策定された｢静岡市水道事業基本構想・基本計画｣に基

づき、平成２０年度から平成２３年度における水道の事業計画及び財政計画

を作成したので、市民負担の公平性確保の観点から水道料金を一元化したい

旨の説明がありました。 
  本懇話会における水道料金一元化に関する意見は、次のとおりです。 
 

一元化は、市民負担公平の原則から必要なものであり、さらに、合併以

降取組んできた施設・設備改良事業の地域間格差解消実績などから、妥当

かつ緊急性を有するものであるため、速やかに実施されるよう要望しま

す。 

 

３ 水道料金の一元化に関する基本的考え方について 

  本懇話会に対し事務局より提案された基本的考え方、方針に関する意見は、

次のとおりです。 
 
（１）経営基盤強化等への取組みについて 

合併以降、職員数の削減、業務の民間委託化、各種業務におけるコスト

の縮減などの他、市民サービスの向上等にも積極的に取組むなど、業務の

効率化、経営基盤の強化に努めており、適切であると考えます。 

 

（２）建設計画について 
｢静岡市水道事業基本構想・基本計画｣等に基づき計画されたものであ

り、経年化施設・設備の更新、震災対策、環境対策さらには、渇水対策事

業など必要かつ妥当なものとして、適切であると考えます。 
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（３）財政計画について 
合併以降、職員数の削減及び業務の民間委託化等による経費の削減とと

もに、水道使用者に対する各種サービスの向上に努めており、料金算定期

間中の収入・支出両面における見込みに関しても、適切であるものと考え

ます。 

 

（４）５つの基本方針について 
① ｢総括原価方式｣については、法令・通達に基づいたものであり、使

用者にとって明確かつ合理的な料金水準を定めることができるもの

であるため、継続して採用されることが適切であると考えます。 
 

 ② ｢料金算定期間｣については、（社）日本水道協会の『水道料金算定

要領』の基準範囲内である、４年（平成２０年度から平成２３年度）

とされることが適切であると考えます。 
 
 ③ ｢料金体系｣は、受益と負担の関係とともに水道料金賦課規準が明確

となる｢口径別料金体系｣を採用されることが適切であると考えます。

 
 ④ ｢逓増従量料金制と水量ランク区分｣は、低廉な水道料金を維持する

とともに節水意識の向上による環境負荷面の低減にも考慮し、継続し

て採用されることが適切であると考えます。 
 
 ⑤ 基本料金に一定水量を付与する｢基本水量制｣は、近年、使用者の核

家族化，少子高齢化などによる少水量使用者層には、割高なものであ

るとの意見も多く寄せられており、基本料金の低減を図るためにも

｢基本水量制｣を採用しないことが適切であると考えます。 

 

（５）料金水準について 
     今回、事務局より提案された料金一元化案によれば、市全体平均改

定率は３．２０％の引き下げ、各地区平均では、葵区・駿河区は  
７．６７％の引き下げ、清水地区は４．０８％の引き上げ、蒲原地区

は１８．６５％の引き上げとされており、本懇話会における意見とし

ては、次のとおりです。 
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① ｢賦課総額｣については、職員数の削減及び業務の民間委託化等経費

の削減などにより全体で３．２０％の引き下げを提案しており、企業

としての努力が認められるため、適切であると考えます。 
 
②  少水量使用者に対する配慮として、基本料金への固定費の算入を調

整することにより、基本料金を引き下げていることは評価できるもの

と考えます。 
 
③  清水地区においては平成９年４月から１１年間、蒲原地区でも平成

１１年１０月から約９年間水道料金の改定は行われず現在に至って

おり、施設の整備・改良等の観点からも、両地区の料金引き上げは、

やむをえないものと考えます。 
 
④  静岡地区（葵区・駿河区）においては、静清合併から５ヶ年、旧蒲

原町編入から２ヶ年の間、水道料金の負担に関し、他地区と比べ不均

衡な状態に置かれたことは、公平な負担の原則に反するものであるた

め、早急に改善されなければならないものと考えます。 
 
⑤ 一元化案によれば、｢新料金水準｣は、県内の他市町と比べ過大なも

のでは無く、むしろ，全国の政令指定都市の中では安価な部類である

ため、納得すべきものと考えます。 
 
⑥ 水道料金は、単に金額の多寡によるものではなく、その得られるサ

ービスとの均衡が図られるべきであり、今後、蒲原地区や清水地区に

おける基幹施設に対する建設改良等を早急に実施に移し、施設面にお

ける静岡地区との格差是正が望まれます。 

 

４ 給水装置の審査・検査手数料について 

  当手数料は、宅内給水装置の新設・改修時にその設計審査、現場検査に係る

手数料として徴収するもので、水道料金と同様１市３制度となっているため、

一元化したい旨の説明がありました。本懇話会における意見としては、次のと

おりです。  
  

事務局の一元化案では、給水装置の設計審査及び工事検査に要する人件

費を算定根拠として明確に算出されており、更に、作業時間の短縮等見直

しも行われているため、適切なものであると考えます。 
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５ その他の意見について 

（１）水道料金等の一元化にあたっては、市民生活及び地区の経済活動に

与える影響が大きいものと考えられるため、わかりやすい形で情報の

提供を行うことにより、内容の周知と合意の形成に努めることを望み

ます。 

 

（２）市民負担の公平性の観点から、未収金の圧縮対策に努められるよう

望みます。 

 

（３）水道は設備投資事業であり、施設・設備の建設、改良には多額の事

業費が必要とされるが、過度にその財源を企業債の借入れに依存する

ことは、水道事業の健全経営を損なうことともなりかねないため、自

己財源を確保し企業債借入れの抑制を図るなど、安定的な事業運営に

努められることを望みます。 

 

（４）水道事業の運営にあたっては、常に水道使用者の目線に立ち、一層

の顧客サービスの向上に努められることを望みます。 

 

（５）厳しい財政状況下にあるとはいえ、地震等の災害対策の充実に努め、

安心で安全な水道水の供給を図られるよう望みます。 

 

（６）今後、一層事業の効率的な運営を図り、清浄にして豊富かつ低廉な

水道水の供給に努められることを望みます。 

 

（７）今回の一元化に伴う料金算定期間中に、平成２４年度以降の水道料

金のあり方等に関し検討される場合には、本懇話会に相当する組織を

設け、市民や関係団体等の意向の把握に努められることを望みます。 

 

（８）以上のほか、協議の過程で各委員から表明された意見・要望等にも

配慮して、水道料金等の一元化を実施されることを望みます。 

 

以上 
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静岡市水道料金等懇話会 委員名簿 

 

（会長） 鈴木  学     東海大学短期大学部 

     内野  孝宏    静岡経済研究所 

     磯部  肇     蒲原商工会 

     岩崎  鐐四郎   静岡市自治会連合会（駿河区） 

     神田  雅人    静岡商工会議所 

     岸本  俊秋    静岡市自治会連合会（葵区） 

     久保田 時雄    蒲原地区連合自治会 

     櫻田  淳司    静岡市自治会連合会（清水区） 

     佐藤  京子    静岡市しみず女性の会 

     仲澤  正雄    清水商工会議所 

     森   スナヲ   しずおか女性の会 

     藤井  孝浩    一般公募（葵区） 

     青山  葉子    一般公募（駿河区） 

     糸賀  又芳    一般公募（清水区） 

     佐藤  伸枝    一般公募（清水区） 

 

懇話会開催経過 

 

 第１回  ６月１２日    懇話会の目的、水道事業の概要、現状の説明 
（財政運営状況・現行料金体系等）、課題 

 第２回  ７月１７日   財政運営の見通しと水道料金等の概要 

新料金体系等素案説明  

 第３回  ８月２１日   新料金体系等素案に関する意見交換 

 第４回  ９月１８日   新料金体系等素案に関する意見交換 

 第５回 １０月１６日   新料金体系等素案に関する意見取りまとめ 


